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1.【組織の概要】 

（１）事業所名及び代表者名 

     伊予鉄オート株式会社 

     代表取締役社長 矢野 智保 

 

（２）所在地 

     マツダオートザム伊予鉄松山（久米本社） 

      〒790-0924 

      愛媛県松山市南久米町２４１番地１ 

       電話：089-976-1583  FAX：089-976-9366 

いよてつオートサービスセンター（サービスセンター） 

      〒791-0054 

      愛媛県松山市空港通５丁目１１番４号 

       電話：089-946-6863  FAX：089-971-7616 

 

（３）事業内容 

     自動車の販売（新車・中古車） 

     自動車の部品・用品販売 

     自動車の修理及び整備 

     損害保険代理店業 

 

（４）事業規模 

     従業員数 60 名（2023 年 12 月 31 日現在） 

          （マツダオートザム伊予鉄松山 22 名） 

          （いよてつオートサービスセンター 38 名） 

     社屋床面積 久米 511.39 ㎡  サービスセンター 3568.71 ㎡ 

売上高 （1月～12 月を対象とする） 

2020 年 833 百万円 

2021 年 751 百万円 

2022 年 837 百万円 

2023 年 868 百万円 

 

（５）環境管理責任者及び担当者、連絡先 

     環境管理責任者 村上 理香（マツダオートザム伊予鉄松山） 

環境管理責任者 岡本 崇宏（いよてつオートサービスセンター） 

担当者     髙橋 兼作（マツダオートザム伊予鉄松山） 

     担当者     岡本 崇宏（いよてつオートサービスセンター） 

連絡先     電話：089-976-1583  Mail：iyoauto@orange.ocn.ne.jp 
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2.【対象範囲（取組体制及び認証・登録範囲）】 

   （注）認証・登録範囲は、下記の全組織、全事業内容とする。 

 

 

作成日
改定日
作成者

環境統括責任者 環境-./01234567以下:;<=>関@A統括責任者

B:;<C実施及G運用>必要L人N設備N費用N時間T用意

V社長Y B環境管理責任者C任命

B環境方針C策定N見直b及G全従業員g周知

B環境目標C設定T承認

B代表者>pA全体C評価t見直bT実施

B環境活動wxy2C承認

環境管理責任者 実務上C責任者tb|N環境取組T推進@A

7�代表者�N環境活動C実務>関b|全部門>対@A指揮命令権限T委譲=

B:;<C構築N実施N管理

B環境活動計画書N環境関連法令取��t��42等C承認

B環境活動C取組結果T代表者g報告

B環境活動wxy2C確認

:�� 推進事務局 環境管理責任者T£xy2bN:�� 推進事務局tb|環境取組T推進@A

B環境取組C指導N支援

B環境§y¨C集計N取��t�

部門長 環境取�組ªT推進@A

B担当部門C環境取�組ªC責任者

一般従業員 会社C方針>従°N身C�²�C出来AµtT実行@A

矢野¹智保

¼½� 推進事務局
岡本¹崇宏
髙橋¹兼作

ÅÆÇÈ年Ê月Ç日
ÅÆÅÌ年Ê月Ç日
¼½ÅÇ推進事務局

VÍÎÏÐ3Ñ1� 7¼½� =環境取組体制Y

環境統括責任者
代表取締役社長

川畑¹善洋
座呂奥¹敏

久米本社 £yß4à1¨y

総¹務¹部¹門 新車B中古車営業部門 £çyçßç4ç部ç門 業¹務¹部¹門 £çyçßç4ç部ç門

担¹当¹者 役¹¹¹¹割

環境管理責任者
村上¹理香 岡本¹崇宏

環境管理責任者

三宅¹健司

各¹�¹y¹ð¹y

各¹担¹当¹者 各¹担¹当¹者 各¹担¹当¹者 各¹担¹当¹者 各¹担¹当¹者

小島¹圭介 仙波¹光徳 竹内¹護
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3.【環境方針】 

＜環境経営方針＞ 
 

＜基本理念＞ 
 
伊予鉄オート株式会社は、自動車販売・自動車整備などの全ての事業活動において、環

境への影響を認識しながら継続的に環境への負荷の軽減に取り組み、自主的・積極的に地

球環境の保護と豊かな循環型社会づくりに貢献します。 
 
＜行動指針＞ 
 
1. 環境に関する法規制を順守します。 
 
2. 二酸化炭素を削減するため、省資源・省エネルギー、水使用量の削減に努めます。 
 
3. 使用済み自動車の適正処理、リサイクルを推進します。 
 
4. 循環型社会に向けて、廃棄物の削減・再使用・分別処理を推進します。 
 
5. 化学物質の適正な管理に努めます。 
 
6. 環境に配慮した商品（クリーンディーゼル車等）・サービスの提供に努めます。 
 
7. 環境経営目標を定め、継続的な環境改善活動を実践します。   
 
8. 全従業員にこの環境経営方針を周知徹底するとともに、環境活動レポートを作成し、公

表します。 
  
                        2014 年  5 月 20 日制定 
                        2023 年 7 月 1 日改訂 
                        伊予鉄オート株式会社 
                         マツダオートザム伊予鉄松山 
                         いよてつオートサービスセンター 
 

                       代表取締役社長 ⽮野 智保 
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4.【環境経営目標】 

（１）削減目標は、2020 年度（2020 年 1 月～2020 年 12 月）を基準として、毎年 CO2 排出量、

各種エネルギー使用量、廃棄物排出量、水使用量を原単位で 1 年目 1％、2 年目 2％、

3年目 3％ずつ削減する。環境配慮型商品の販売はメーカー目標台数を目指す。化学物

質使用量は 5％ずつ削減する。※2024 年以降は 2023 年を基準年とし、新たに目標数値

を設定する。 

 

項目 単位 
2020 年             2021 年 2022 年 2023 年 

(基準年）  1 月～12 月 1 月～12 月 1 月～12 月 

売上高実績 百万円 833 751 837 868 

二酸化炭素 
目標排出量 kg-CO2 143,616  142,179 140,743 139,307 

目標原単位 kg/百万円 172.4 170.6 168.9 167.2 

一般廃棄物 
目標排出量 kg 8,282 8,199 8,116 8,033 

目標原単位 kg/百万円 9.94 9.84 9.74 9.64 

産業廃棄物 
目標排出量 kg 15,938  15,778 15,619 15,459 

目標原単位 kg/百万円 19.1  18.9 18.7 18.5 

水使用量 
目標排出量 ㎥ 5,540  5,484 5,429 5,373 

目標原単位 ㎥/百万円 6.65 6.58 6.52 6.45 

環境配慮型商品の販売 目標率 ％ 100 100 100 100 

化学物質使用量の

削減 

目標使用量 ㎏ 65.19 61.93 58.67 55.41 

目標原単位 ㎏/百万円 0.078 0.074 0.070 0.066 

 

注１ 購入電力の二酸化炭素排出係数は2019年度四国電力の実排出係数：0.411㎏-CO2/kWh

を使用 

 ２ 環境目標は売上あたりの原単位を採用 

 

 ３ 環境配慮型商品の販売はメーカー目標台数を 100％とする 
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（２）環境経営目標の達成状況（2023 年 1 月～12 月） 
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5-5+年2月L25月M環境目標
達成状況V確認Y評価

5-5@年2月26日

5]]-]]5]]+]年

確認Y評価

基準年度]a売上高 売上高M百万円

購入電力i基準年度j

]]klm換算 実績MM7;<=>5

実績MM7;<=>5

軽油 実績MM?M

]]klm換算 実績MM7;<=>5

方
針

基準Y目標a計算 目標Y実績a対比
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酸
化
炭
素
a
削
減
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M原単位目標]]+G減 達成度
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M基準年度実績 実績MMG

ÚÐÛÐ目標台数 達成度

化学物質使用量a削減 総使用量Må

�æçæ法対象物質»含ë��塗料�移行

½ïð�V達成�� ¡¢今後ó完全�移

行»目指½¡�¢

M基準年度実績 目標M]]原単位

M基準年度M原単位 実績MM原単位

M原単位目標]]26G減 達成度



- 6 - 
 

目標達成状況のグラフ 
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5.【環境経営活動計画】 

（１）二酸化炭素排出量の削減 

 １）電力消費量の削減 

   ①不要な照明の消灯・節電の徹底 

    ・毎月初日に電気メーターを記録し、店舗での使用量を把握する 

    ・ショールーム照明、パラペットサイン、事務所・工場照明の消灯 

    ・昼休みの 2階事務所・工場等の消灯 

    ・使用時以外のトイレ・会議室・給湯室・更衣室・部品庫等の消灯確認 

    ・工場エアコンプレッサーの夜間電源オフ 

    ・自動販売機の夜間照明を消す 

   ②冷暖房の設定・管理 

    ・2階事務所は、冷房 28 度、暖房 20 度の設定温度の管理 

    ・クールビズ・ウォームビズの導入 

    ・ショールームの適温を設定 

   ③エアコンフィルターの清掃 

    ・フィルターの定期清掃を行う 

   ④待機電源オフの実施 

    ・長時間使用しないパソコンの電源を切る。 

２）ガソリン使用料の削減 

  ①エコドライブを実践 

   ・急発進・急加速をしない 

   ・アイドリングストップの習慣化 

  ②燃費向上の実施 

   ・社用車・代車のタイヤ空気圧をチェック 

   ・不要な荷物が積まれていないか確認 

（２）廃棄物排出量の削減 

   ①紙排出量の削減 

・両面コピー・縮小コピーの徹底 

    ・使用済みやミスコピー用紙の裏紙使用の徹底 

    ・コピー使用後に「リセットボタン」を押す 

   ②ゴミの分別の徹底 

   ③カタログの適正発注と管理の徹底 

   ④詰め替え可能な製品の購入 

（３）水使用量の削減 

   ①漏水していないかを定期的に確認 

   ②水道使用量を把握 

   ③トイレ流水量の低減 

   ④水道の適正使用の励行 



- 8 - 
 

（４）化学物質の削減 

   ①化学物質の使用量を削減する 

 

（５）環境配慮への取組 

   ①環境に配慮した製品の販売促進 

 

以上の項目について、時期・担当を決め実施する。 

 

6.【環境経営活動計画の取組結果とその評価】 

（１）二酸化炭素排出量の削減 

＜結果＞ 目標達成 

＜要因＞燃費のいいモデルへの変更や意識改善により灯油使用量の大幅な減少により達成

となった。引き続き、削減に努めたい。 

 

（２）一般廃棄物排出量の削減 

＜結果＞ 目標未達成 

＜要因＞毎月の増加により未達成となった。原因追求と対策を実施し、削減に努めたい。 

 

（３）産業廃棄物排出量の削減 

＜結果＞ 目標達成 

＜要因＞日々の削減により目標達成となった。引き続き、無駄のないように取り組んでいき

たい。 

 

（４）水使用量の削減 

＜結果＞ 目標達成 

＜要因＞日々の削減により目標達成となった。貯水含めてさらなる削減に努めたい。 

 

（５）環境配慮型商品の販売 

＜結果＞ 目標未達成 

＜要因＞新型 SUVの販売台数減少により未達成となった。メーカーと販売店で試行錯誤しな

がら台数増加に努めたい 

 

（６）化学物質使用量の削減 

＜結果＞ 目標達成 

＜要因＞PRTR 法対象物質を含まない塗料に移行しており、達成となった。今後は完全な移

行を目指したい。 
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7.【次年度以降の取組】 

 本年度の取組内容に加え、下記の新たな取り組みを行う。 

  ・避難訓練の実施（定例化） 

  ・会社周辺の一斉清掃（定例化） 

  ・店舗の改装、建て替えの際、環境配慮型の施工・商品の導入を推進する 

・削減目標は、2023 年度（2023 年 1 月～2023 年 12 月）を基準として、毎年 CO2 排出量、

各種エネルギー使用量、廃棄物排出量、水使用量を原単位で 1年目 1％、2年目 2％、3

年目 3％ずつ削減する。環境配慮型商品の販売はメーカー目標台数を目指す。化学物質

使用量は 5％ずつ削減する。 

 

項目 単位 
2023 年             2024 年 2025 年 2026 年 

(基準年）  1 月～12 月 1 月～12 月 1 月～12 月 

売上高実績 百万円 868 － － － 

二酸化炭素 
目標排出量 kg-CO2 127,661  126,384 125,108 123,831 

目標原単位 kg/百万円 147.1 145.6 144.1 142.7 

一般廃棄物 
目標排出量 kg 9,883 9,784 9,685 9,587 

目標原単位 kg/百万円 11.39 11.27 11.16 11.05 

産業廃棄物 
目標排出量 kg 15,295  15,142 14,989 14,836 

目標原単位 kg/百万円 17.6  17.4 17.2 17.0 

水使用量 
目標排出量 ㎥ 4,653  4,606 4,560 4,513 

目標原単位 ㎥/百万円 5.36 5.30 5.25 5.20 

環境配慮型商品の販売 目標率 ％ 100 100 100 100 

化学物質使用量の

削減 

目標使用量 ㎏ 39.63 39.23 38.83 38.44 

目標原単位 ㎏/百万円 0.046 0.043 0.041 0.039 

 

注１ 購入電力の二酸化炭素排出係数は2022年度四国電力の実排出係数：0.370㎏-CO2/kWh

を使用 

 ２ 環境目標は売上あたりの原単位を採用 

 

 ３ 環境配慮型商品の販売はメーカー目標台数を 100％とする 
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8.【環境関連法規等の遵守状況】 

（１）環境関連法規 

環境関連法規 要求事項 評価 

廃棄物の処理及び清掃に

関する法律 

・廃棄物の適正処理 

・マニフェストの適正管理 
○ 

循環型社会形成推進基本法 ・循環資源の適正利用 

 
○ 

自動車リサイクル法 ・使用済み自動車の適正処理 

 
○ 

家電リサイクル法 ・対象家電の適正処理 
○ 

PRTR 法 ・特定化学物質の排出量/移動量の把

握 
○ 

水質汚濁防止法 ・特定施設の届出 

（洗車施設） 
○ 

下水道法 ・特定施設の届出 

（洗車施設） 

 

 

届出 

（洗車施設） 

○ 
騒音規制法 ・特定施設の届出 

（工場のコンプレッサー） 
○ 

振動規制法 ・特定施設の届出 

（工場のコンプレッサー） 
○ 

消防法 ・消防用設備の設置、危険物取扱者の

選任・届出 
○ 

労働安全衛生法 ・労働衛生推進者の設置 

・設備の設置 
○ 

フロン排出抑制法 ・３ヶ月に１回の簡易点検の実施 

・フロン類回収業者は都道府県への登

録。登録は５年ごとに更新 

○ 

 

（２）違反、訴訟等の有無 

 環境関連法規等の遵守状況の定期評価の結果、逸脱はありませんでした。 

また、過去 3 年間関係当局からの違反等の指摘もありませんでした。 

 

 

 

 

 

 



- 11 - 
 

9.【代表者による全体評価と見直しの結果】 

 一般廃棄物の削減、環境配慮型商品の販売、2項目が目標を達成できなかった。2023 年は

新型コロナウィルスの 5 類移行や半導体不足等の緩和で自動車業界も回復傾向に向かって

いますが、新型 SUVの販売台数減少等により目標には届かなかった。社員のエコへの意識は

向上しているので、今後も売上の拡大と数値の削減の両輪で継続して取り組みを進めてほし

い。また法令遵守や産業廃棄物がらみの事故等、環境リスクが大きいものは引き続き、撲滅

に向けて重点的に取り組んでほしい。環境経営方針、環境経営目標、環境経営計画、環境経

営実施体制において見直しの必要はないと判断する。 

 


